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t は じめに   

東京都下虹おける採卵鶏の大部分はケージ鶏舎で飼重さ才しその経営の実態を東京都畜産会  

Iこおける養鶏経営コンサルテーソマンの昭和41年から昭和d5年の彦断結果からみると、生  

産面での聞損点として虐も多く指摘されたものは、晩秋から早春肛かけての産卵の低下であり、  

また、一般に夏季には軟便が多く見られた。  

この晩秋から早春監かけての産卵の低下の原因紅ついて＿鶏群の臆庇＿細汰更新の方法．疾   

病の発生状況、給与飼料たどを検討し、これらの点では雌点のない事例についてその産卵成績  

を示すと固1のとおりであり、鶏舎構造や屋根の断熱材の有無によって冬季の産卵低下の程度  

や．夏季の軟便発生状態に差異があるように推察された。  

図1  都下15事例の月別産卵放置  

、仇－－一－、 －→  
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（註）年平均181羽当り575タ  

平均1事例当り287d羽   
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このようなことから鶏の飼育環堵、特に鶏舎構造に粥しては、冬季の防寒、夏季の防暑監対  

する適切な改善指導が必頃であると思われた。  

以下に述べる一連の試験は、以上に述べた都下の養鶏場の実状から、あまり経費がかからず   

養鍋家が実行出来ることを前提とした鶏舎の改善による防寒・防暑を企図Lて実施したもので   

ある。  

2．試験方法・目的   

川 試験・対象鶏舎の概要  

紋鐙と周囲の状況：試蘭昨牒いた鶏舎は東京都畜産試験場浅川分場の敷地内、南台地に  

あり、東側は空地、西側は平飼いの種鶏舎、南側は飼料畑（夏はとうもろこし畑、冬は緑弱  

またほ′ト麦畑）北側は9川の道路セへだててサワラ（高さ約A叩）の防組林に囲まれており．  

試験鶏舎と対照鶏舎の間隔lま14．5m、試験鶏舎の西側と対照鶏舎の西側及び東側とにそれ  

ぞれ5．57刀離れて約27乃間隔に濁さ5川ぐらいに刈り込んだサワラがある。（図2参照）  

蓑1 試験鶏舎と対象鶏舎の概要  

項目 鶏舎   試  験  鶏  舎   対  照  鶏  舎   
収 容 能 力  Ald羽   左Iこ同じ   

型  
（スラ 

式   軽量鉄骨 者、  

面  績  9 0．72 爪‘  

巾 ・ 長 さ  占．5m x 14．A珊  

庭  

断 熱 材  ハードボード（厚さ5m）  

板   配   5寸  

ヒナ没 2段・8列  
ケージの配列  

（1列52羽、1聞当り8羽）  

壁  腰上：ガラス窓  
東西両壁   ルーマイト サラン  
材  腰下：板無双  

外側：♯51カラー（痘）波型鉄板  
料  左手こ同じ  

間口1間の出入ロあり   
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頗造：鶏舎構造は回5および蓑1に示すとおりで、試験鶏舎、対照鶏舎とも収習能刀dld   

羽の鶏舎で．軽量鉄骨・モニター式、モニター部はスライデソグ式（モニターが上げ下げ出  

来る）、面積90．72〝r、尾根i土♯51カラーー（赤）の波型鉄板、屋根断熱材ほ厚さ5爪mの  

ハードボード、屋根勾配は5寸である。  

ケージほ、ヒナ段2段＿1列52羽収容であり．中央に4列、通路をはさんで東・西壁面  

際に各2列の計8列である。   

南北両壁は外側幸51カラー（緑）波型鉄板、内側厚さ5mのハードボードで・中火l土巾  

1．87乃・高さ175†乃（下部75cmが板・上部はガラス）の引戸の出入口となっており夏季  

は金網戸とする。  

試験鶏舎と対照鶏舎の構造のちがいは、東西両側の壁部分が、試験譲合ではA仇×占珊自   

の金網張りで、その外側に上げ下げ自由のルーマイトサランとなっているのに対し、対照鶏  

舎は床上95叫i板額双で、その上に高き85C机の引違いのガラス戸（夏季には無双窓、ガ  
1   

ラス窓は開放とする）であるq  

なお、除糞は自動除糞磯により毎日1回行なう。   

（21環境測定の方法  

測点は、測定項日と年産・夏・冬とによって異なるので、必要に応じ、その都度、周によ  

って示す。  

気温・気湿の測定にはオーガスト乾湿計・アスマン通臥乾湿計・農業気象稔合記録装置（  

版尾電気製AlⅥR－1dロ0型）・熱線風速計（日吉電機Slロ1型）・エース銭感湿度計   

・最高最低寒暖計・自記温亜度計を使用した。  

隠射熱については黒球寒暖計・セイコー蛸射計を、尾根および床からの熱放射を知る目的   

では表面温度計を用いた。   

風速にi土熱線風速計・ビラム式風速計および農兵気象総合記録装艦智便崩した。  

なお、風向・気吻の状況についてiよミツル型漏乱読験楊を用いて観察した。  

照度の測定にIl光電池照度計を、塵疾には労研吸着式塵挨計を．炭酸ガスには北川式ガス  

検知器を、鶏ふんの水分にほ赤外線水分計を、それぞれ軌、空気中の細菌は普通棄天培地使  

用の落下法によった。   

（5）試験の構成と臥的   

1）夏季iこおける鶏舎環境に幽する試験  

A 夏季における実態調査（昭和A4年夏）  
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試験対象鶏舎の実態乱酔こよる間感点の摘出  

8 象1L那卦舎改造と実態調査（昭和45年虔）  

間感点解決のため鶏舎の1都政造を行ない、試験・対照両癒合の比較検討  

C 弟2Ⅰ司鶏舎改造と実態調査（昭和4d年夏）  

象1回改造の成績から、さらに鶏舎の1都政避を行ない、試験・対照両鶏舎の比較検討  

D 弟5凶鶏舎改造と実態調億（昭和A7年夏）  

弟2国改造の成績から、さらに集合の1部改造により、試験・対i強雨鶏舎の比較検討   

2）冬季における鶏舎環頓に幽する試簸  

A 冬季における実態調査（昭和d5年冬）  

試験対象鶏舎の実態粥奄による閉場点の摘出  

B 第1国鶏舎改造と実感調査（昭和4d年冬）  

問題点解決のため鶏舎の1部改造を行ない、試験・対鳳呵鶏舎の比較検討  

C 弟2回鶏舎改造と実態調査（昭和47年冬）  

弟1国政造の成漬から、さらに幾舎の1部改造により．試験・対象両鶏舎の比較検討  

5）生産性に属する試験  

昭和A d年1□月1Elから昭和47年9月128までの547日間、試験・対照両鶏舎に  

試験鶏を収容・飼育することにより、生存率・産卵成績・飼料頃求率などについて比較検討   

夏季における鵜舎環境に関する試験  

A 夏季における実態調奄（昭和A4年夏）   

夏季の鶴ふんの状態や舎内に入っての感じなどから、対照鶏舎の方が試験鶏舎より環境が惑   

いように思われたので、前述束の間頗鱒央の窮1案として、まずこの鶏舎の実態調査を行りた。  
1）   

その成績の概動i次の通りである。  

郵定期間：昭和A4年8月1占日から8月19日  

測定項8：気温・気湿・通線状況（通風率■通風倫道）・摘射熱・表面温度・鴇ふんの水分含  

量  

結果と考察：  

① 気温が鹿も高くなる午后2時の測定で、外気温と同じ個を示した測点ほ」か所で、他の測  

点ほ外気温より高く、澄も高いところで外気温との差は1．5℃であった。上段および下段の  

気温の分布について見ると、鶏舎東側が低く、中央列および西側が高い傾向にあり、幅射勲   

との幽係もあるが、通尻車の良否と一刻ま一致していた。  
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② 気湿の分布を見ると、舎内中央部から北西部にかけて高くなっており、気温と同様に通  

風率の良否と鴎係が深い。  

⑤ 各測点測定時の舎外風速を1ロ〔とした通鼠率と通風輪道とから、鶏舎全伍の通風の傾  

向をみると、鶏舎の東南にあたる部分がもっともよくその対角線上の中央部から北西の部  

分が悪い。なお、南東・南西・北西の三隅では壁の影響をうけて渦を巻き険々に両側の忽  

から外に．出た。  

④ 帽射勲については、昼間晴れた白むこ多く、塁天でもかなりの熱量が舎内に入っており、  

また、晴れて編射の盛かった日には、建物および舎外からの桓射が夜になっても残ってお  

り、鶏体からの．熱放射が抑えられるので、鳥にとってほしのぎにくい環境と推察される。  

これに対し、昼間量って硝射が弱かった日の夜は、痛射はマイナスを記録しており、鶏体   

からの熟放散が順調に行なわれるので、しのぎやすい状態と思われる∩  

⑤ 二表面温度は屋根材の榎鮨および色、断熱材の毯類比より断熱効果に相当の差があること  

が判明した。  

⑥ 鶏ふんの水分は気温・気湿の測定部也附近10羽分位の糞を混ぜ合せて測定したが、舎  

内中央および北西部で水分含量が高く、気温・気湿と同様に通乳率の良否と粛係が深いと  

いえるハ  

問題点：以上の結果から次のような問題点があげられるへ  

① 舎内、気温・気湿の上昇、幅射熱の侵入  

② 通風・通風輪道が悪いこと。   

問題点改善万策として考えられる事項：5．4．5．d）   

①屋根裏一側壁に断熱材を用いて、断熱材と空気層による断熱性を高めると共に摘射熱の侵  

入を防止する。  

② 昏限の塗料を白色にすると共iこ、日蔭樹により日蔭を作り、櫨射熱の侵入を防ぐ。   

① 南北の妻部壁に通鼠寒を設け、風の舎内への流入をよくするとともに通風輪道の改善を  

成る。  

④ 屈凰磯・換気扇などを削、、人工的9こ通風率と通胤峠道の改善を成るなどである。  

8 魂1回鶏舎改造と実態調査（昭和A5年度）   

鶏舎改造個所：問題点改善の方法として前記の4項目が考えられたが、真の主風向が南又は   

南東であるのに・鶏舎の剛ヒ壁面は間口1，8用の出入口（夏は網戸とする）以外はカラー鉄  

板で乳の流れをさえぎり通風状態を應くしているという構造上の欠点があるので、まず、武  
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瞼鶏舎・対照鶏舎とも南北壁面の出入口のP晦側に巾1．75，ガ・高さD．85叩の通乱窓を、ケ  
2）   

－ジの高さに合せるよう、床上U．5丁〝の位麿†こ設け、その実態調査を行った。その成綬の概  

要は次のとおりである。  

測貢巨期間：昭和A5年7月24日から7月288  

測定項目：気温・気湿・通風率・通風輪道・籍ふんの水分  

結果と考察：  

¢）舎内の気温分布の傾向lま昭和4d年度の実感調査の結果と比べ変らなかったが．舎内の  

気温測点間の差は若干少なくなった。試験鶏舎・対照鶏舎間については東西側面の開放度  

の大きい試験幾舎が対照病舎より全般に低い温度を示した。   

（診 気湿分布でも昭和A4年度と同じ傾向であったが各測点間の差は小さく、昭和44年鹿  

より分布状態が均一化された。相対温度で試験鶏舎と対照為舎を比較すると対照鶏舎がわ  

ずか監低かったが、対照鶏舎の舎内気温が試験鶏舎より高いので、絶対湿度では差異は認  

められなかゥた。  

◎ 通風率Ii昭和44年厳に比べ均一化され、特にケージや鶏体たど障害物のある中段（床   

上11Dcm）の通風が政暑され、昭和4d年度に見られた南東、南西、北西の三隅の鼠の  

滞流した部分が解消された。  

⑥ 鳶ふんの水分でも、昭和44年度と比べ、気温や通風率同様、各側点間の差がちゞまり  

均一化された。試験・対照雨鶏舎を比べると、鴇舎構造が瀾政的で通風率のよい試験鶏舎  

の水分合壁が低かった。  

⑤ 以上の結果を総合して、夏の壬鼠が出入しやすいよう、南北両側面に通風窓を設けた鶏  

舎改造は舎内の温・湿度分布、通風状態によい効果をもたらし、夏季の舎内項篭の改善に  

役立つものと考えられる。   

C 窮21』鶏舎改造と実態調査（昭和4d年夏）   

鶏舎改造個所：昭和45年度には通風窓な設置して通風率、通乱倫道の改善を周ったが＿．こ   

の年度叱は、図4に示すとおり、試験鶏舎の匡坂内面・東北側壁（通風窓、出入口を除く）   

に飼料袋の耗（クラフト紙）を5枚まねて張り、この上に吏肥厚さ18mのグラスロン（熱   

伝導率ロ＿口279kcal／／／mh℃）と厚さ0．2那珂）ビニールフィルムとを張り、これらと巨   

浪内面、側壁内面のハードボードとの間に約70沌の空気層を設けた。   

対照鶏舎lま前年度のままで改造を行わず両鶏舎の実感調査を行った。  
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表2  表 面 温 度  

試 験 鶏 舎   
50，2 0c   5 2．0 ℃   

〝 〝  床  面   2 7.88 

〝 南列 屋根兵断熱材表面   5 0＿1   
・′  床  面   2 ∈i．D   

西側北列 臣根菱断熱材表面   51．5   

2 乙8   

5 0．0   

2 7.0O 

5 0．5   

5（～．5   

5 ロ．5   5 5．2   

4 2．5   d2．5   蜜側北列 犀板呉断熱材裏面  2 え0   28．0   対 照 鶏 舎                           28．0         51．5                2 8．ロ       5 5．5   
（註）測定月日  昭和A d年7月51日 午后2時50分  

天  候  暗  

舎    外  試験鶏舎  対照鶏舎  グ ロ ー ブ  5鼠9 ℃  51．2 ℃  5 2，0 ℃  乾  50，d  514  514  7ス・マン′    湿  25．d  2 d．口  2 d．0  湿     攫  d〃〕％  d4．0 ％  l d4・0％－   
測定期間：昭和A d年7月518から8月2日   

測定項自：・表面温度・気温・気湿・通風・鶏ふんの水分・気温変化   

測点：気温分布は屈4の（p－（診の測点の上（天井下5cm）中段（床上115珊）下段（床   

上5Cm）気湿変化むま図4の⑤の中段。気線分布は図▲の（か～⑤の中段・風速は剋4の①の   

中段。鶏ふんの水分は図Aの⑤の位置の10羽前佼の糞。   

結果と考察：   

（か 表面温度は．糞2に示すとおりで、午后2噂50分の測定時（舎外気温50．d℃）の  

屋根裏面温度が42．5℃の時、騒根内面断熱材の表面温度lまその測定部位忙多少差が  

あるが、対膿鶏舎でほ55．5℃から51．5℃を示し、読破洩舎で－土51．5PCから50．0  

℃と対照鶏舎より低く、対応する郡虚聞の畠は2．9℃から1．4℃あり断熱効果が認めら  

れた。また、コンクリート床面の温度では東側、南列が対照鐘舎・試験鶏舎とも2と‡．0  
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qcであったが、他の都1立では試験鶏舎が対照鶏舎より1．ローc～0．2●c低い数値な示した1   

（9 舎内気温の分布は屈5をこ示すとおりでA5年歴とその傾向ンi変らなかったが、試験鶏舎  

が対席鶏舎より低く、上中下段の気温の差も試験鶏舎が少ない傾向にあった、舎外気温と  

舎内気温の推移ほ屈7に示すとおりであり、舎外気温を基準とした試験・対姐両親舎のそ  

れぞれの気温（屈8）をみると、8中の舎外気温の高い時に試験鶏舎の舎内気温は対照鶏   

舎より低く、夜間には舎外温度に近く対殆鶏舎より低かった。これらのことほ試験鶏舎の   

通風率が対照鶏舎より良いことにもよろうが、幅射の侵入が少なかったことに幽係すると   

思われ、断熱材は、夏季の日中および夜間に、鶏がしのぎやすい環境をつくり出すものと  

考えられる。  

図5  気 温 分 布 （Oc）   

50．占 Oc  

5 0∴5 0  

3 0. a 

5 0．8■c  

050．8   

5□．5   

51．0 ℃  

0 51［   

5 0．5  

51．7℃  

51．50  

51．0  

512℃  

0 51．1   

50．5  

〔託宣検 鶏舎〕  

〔対照鶏舎〕   

（註）測定日時 昭和A d年7月51日午后2時  数字は  

点 ＼  

天井下5cm  

床上115亡・爪  

床上5cm  

天  候 暗  
臥  向 E・S  

風  速1～1・5？り／／sec  

舎外温度 50．d9c  
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図占  気 湿 分 布 （％）  

さ、■‾  
△5．5％  d5．0％  

○（～2．0％  

〔鶏糞の水分74．5％】  
O  

d5．D％  d2．ロ％  

〔試験駕舎〕  

〔対照鶏 舎〕   

（註）政】j定日噂 昭和A（i年7月51日午后2時  

天  候 晴  
嵐  向 E・S  

風  速1－1・5J対／SeC  

舎外湿度 dl．5％  

数字ほ  
測点 中段 床上115珊  

測定擬具 熱線風速計  

① 気亜の分布は図dに示すと1づりで、試験鶏舎のカが高い傾向にあるが、これIl相対湿度  

で示したこと㌢こよるのであって、試験鶏舎の舎内気脱が対照癌舎より低いことから、絶対  

痘鮭においては差が互いものと考えられる。  

㊧ 鶏ふんの水分含量は・対舵鶏舎に比威して試験鶏舎の方が少なかった。軟便は幅射熱・  

通風率．気針産卵率などと相即；あるが予忘掛対照鶏舎の間で偶湿．産卵率に大差   

がないので、試鹸鶏舎の鶏ふん水分含最が少なかったのは通風率がよく（衰5）鰯射熱の  

－1D5－・・   
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侵入（表2）が少なかったことによるものと考えられる。  

表5  臥適および通風率  

通 鼠 率（％）   

日 ＼－■  風  速  川／sec        年月日時 鶏舎  試猿鶏舎  対照儀舎  舎  外  試碗鶏舎  対照鶏舎   

S4占．729   9   0．5 0   0．2 0   1．5 5   2 5   15   

15   ロ．5 0   0．2 0   1．4 5   2 0   1A   

21   0．10   0〔】5  0 2 5  A 4   2 2   

22   0．1D   0．0 5  0．15  77   59   

2A  0．15  U．口 5   0．15   115  5 9  4d．750  2  0．11  □．05r O．11  【   100  d d   
（註）測点 試験鶏舎 舎1勺中央床上115cm  

対照鶏舎   

⑤ 通風について－ま蓑5に示すとおりで、全般如こ鼠て試験鶏舎が対照鶏舎より通風率がよ  

かったが、これは東西側面の構造の姜によるものと考えられる【  

㊧ 以上のことから、屋根内面・南北側壁（通風窓、出入口を除く）に7珊の空気層を設け  

て断熱材を菓ることほ舎内の義盛温度・気温分布・気温変化などによい結果を争え、対照  

癌舎より鶏がしのぎやすいj男境を作り出すといえる。  

D 覿5回鶏舎改造と実態調香（昭和A7年度）  

鶏舎改造個所：図9に示すとおり、試験条舎では陛軒4d年度政道個所に加えて、この年渡  

には、①東西壁に2．7謂訊のベニヤ仮に1珊厚さのグラスロンを張りつけ．敷居をほさんで太  

鼓張りとし、中間に占（初の空気層を設けると共に、②南北の妻壁iこ巾1．8珂・高さ0．‘研の  

通風窓を設け、かつ、この窓に′、ネ上げ戸をつけ、夏季には水平にして直射日光の侵入を防  

ぐ日除けとした。  

以上の改造の結果、試強規舎はいわゆるトンネル鶏舎、あるいはセミウィンドレス鶏舎－こ  

似た状態となった。  

なお、対照鶏舎についても（∋の菖β分のみを改造した。  

測定期間：昭和A 7年8月28日から9月1［い侵高・崩低気温（鳩舎内・外）については  

特Fこ昭和4 7年5月18から9月12日  

測定項目：気温・気湿・通風・痴射■気温変化  

－108－   
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測点：気温は蘭9の①－（9の上役（床上4．5珊ケージの上）・中段（床上115C肌ケージの  

前・下段（床上50cmケージの下）。気湿は屈9の①～⑦の中段。風速は図9の・印の位   

俊の上段・幅射・気温変化は屈9の⑤の上殴。   

結果と考察：   

① 気温分布I土屈＝0に示すとおりで、舎外気温と舎内中段・上段との温度差が昭和A（i年  

夏と比較して両鶏舎とも小さくなっているが、これは妻部分に通風窓を設けたことによる  

と考えられる。試験鶏舎は南行の東側と中央とで対照鶏舎よりやや高い気温を示したが、  

これは主風向が南東の臥であるにも拘らず、東西壁を全都ふさいだことによると考えられ  

る。しかしながらその他の側点でほ対鳩鶏舎より全て低かった。各測点の上・中・下段の  

気温差は対照鶏舎は0．5℃から1．7℃で、試親鶏舎では0．1℃から0．7■cと試験鶏舎の方  

がその羞が小さい。  

図10  気 温 分 布 （Oc）  

〔試験鶏舎〕   
モニター上げ   

る0．4Jc  50．A℃  
0 5 0．4  05 D．4   
5 0．1  2 鼠9  

2 9．9  5 0．1  

0 2 9 9  0 2 只9   

2 95  2 翼d  

5 2．1  5 2．5  
051．9  〇52．1   
5 0．4  5 し）．9   

5 0．占℃  
0 2 具9   

2 只5  

2 史9  

02鼠7   
2 只d  

5 0．8  
05 0．8   

2 95  

〔対照鶏舎〕  
モニター上げ   

（註）測定 日 Sd 78．28 P．▲Ⅵ15D  

天  候 暗  
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測点 

風  向 S・E  

舎外気温 50．2℃  

舎 外 dl．0℃  

換
 
 

グローブ  試…  
対照  

5 0．8   

5 t 2  

測定器具 オーガスト  

園11  気 温 分 布  （％）  

〔試験鶏舎】   
モニター下し  

〔対照鶏舎〕  
モニタ・一下し   

（註）測定 日 Sd 78．51 P．M 2．D O  

天  候  暗  
合外気温 55．50c  

舎外気温 55．5％  

グローブ（書芸……三三…％  

測定器臭 オーガスト  
測  点 中段 床上115珊   



② 櫨射鮒エ＿図1D・11のグロ一プ温度の示すように、試験鶏舎が対照鶏舎より侶かっ  

た。   

しむ 気温変化については舎内申央邪における5月から9月までの5日間平均の最高気温を図  

25に示した。この期間中、対照鶏舎I土試験鶏舎および舎外より常に高い気温を示し、特  

にその塵は8月の酷暑期に顕著に表われ55℃以上を示した期間が20日以上あった。試   

験鶏舎はわずかではあるが殆んど舎外より低い気温を示し、5日間平均で5口Oc以上を示  

Lたのは7月上旬と8月とで、その時期の対照鶏舎との羞は．2．5℃から5．5℃と、大で  

あ・1た。   

㊨ 気温分科i昭和45年▲dd年夏と同じ傾向であり．相対湿度でl工試験鶏舎が若干高い  

が、両親舎の対応する測点の気温からみて絶体湿度では大差ないものと考えられる。   

⑤ 風速かこついては．本年度は舎内の南北の行を別々に舎外と．一定期憫（5ロ分間）、同  

時創建し、舎外風速を10Dとして算出した通風串を一回12に示した。試験鶏舎は対親鶏  

舎より若干低い傾向にあり、また、東西壁が全部ふさがっているので、風向によっては通  

風が阻苔される場所もあるが、劇12に示すとおり、モニターを上げた時、モニターを下   

げた時のそれぞれ試換・対照両鶏舎の舎外風速の比較的近い列について合内通鼠率を比較   

してみると大差ほみられない。夏の王風向である南風、または南東の乳の場合、通楓率と  

スモークテストとを総合してみると、試験鶏舎では舎内†こ入った乳ほ中央部でやゝ弱まる  

が、東西に壁があるので、スムースに排気部である北側に向って進み、対照鶏舎のように  

場所による変化が少なかった。  

◎ 以上の成綬から、畳横内面・東西壁全部と削ヒ壁の由入口、通風窓を除いた部分とを断   

熱構造とし・南北壁に適当な通臥忽を設けた試験鶏舎lま、舎内気温・転射・通風などの諸   

点から、断熱構造としない通常の開放鶏舎である対照鶏舎と比較して、舎内環境がすぐれ  

ているものと推察される。  
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4．冬季における鶏舎環境に関する試験  

（1J冬季における実態調査（昭和d5年冬）   

2 
改造前の両鶏舎の冬季における実態調査を昭和5年に行ったが、その成績朋は次   

の通りであった。  

剰定期閤：昭和A5年2月20日から2月24日  

測定項目：気温変化  

測点：舎内中央部床上145C駅  

東果と間地点：1日のうちで最高気温を記偏するのは大体15暗から15時の間で＿最低気  

温な記録するのは明け方の5確から7時の蘭であったっ 試験鶏舎の舎内気温ほ舎外気温よ  

りは平均して2℃ぐらい高かったが、対照鶏舎よりは低く、その変化は舎外気温と殆んど  

平行しており、気温の生産環境限界より下降することが多く、舎外気温の低下によっては  

ロ℃以下を記録することがあり、対照薦舎より昧温也が悪いとの結果を得た。これは試験  

鶏舎の東西壁がルーマイトサランと金網だけであるので、対照鶏舎より防風および保温の  

両面で劣ることによると考えられた。   

問題点改善に考えられる事項4・7）   

① 収容鶏から発散する静熱を舎外に逃さないよう、賊嵐の浸入防止と畳板裏、側壁、床な  

どを断熱構造とすること。  

⑦ モニター部や出入口などの適当な閉鎖により．保温と適正換気とを周ること。   

6）閉鎖構造とすることにより舎内の細菌、有害ガス、魔境の増加が予想されるので、これ  

らな低下させる対策を行うこと。   

① 銅鏡構造とすることにより舎内が暗くなりやすいので、収容鶏に必要な照鮭を与えるこ  

七。   

は1為1回鶏舎改造と実態調査（昭和Ad年冬）   

鶏舎改造個所：昭和45年冬に実施した実態調査から、保温と防風とを周り、かつ＿舎内の  

細菌を滅することをも考慮し・Lかも経費を最少限に止めることを考えて・次のように試  

験痛舎を改善した。（図15参照）  

⑳ 屋根内面および南北壁に7爪の空気層を設けて、飼料袋の紙（クラフト紙）5杖を張っ  

たが、その際・妻壁と屋牒とが綬する部位むこはベニヤ板を打ちつけて、空気層内の空気の  

移動を防いだ。  

② 東西壁にはルーマイトサランを下し、その下勤王ベニヤ板に個値し、室内側にビニール   



害
〕
 
 

〔
区
掴
整
調
購
 
 

（
翌
こ
 
 

・
N
、
臥
削
臥
 
 

〔
琶
慣
娠
馴
ほ
唱
 
桝
〕
 
 

（
…
ゼ
ヰ
）
 
区
 
埋
南
 
朝
 
潔
 
濁
鑑
 
札
 
㊥
掛
¢
寸
岸
 
臣
 
 
の
l
区
 
 
 

鴫  
零   
三  

胞
 
 
 

喝
農
 
臣
●
 
 
 

－115－  



フィルムを慮り1【川九の空気層をつくった。   

③ 紫外線殺菌灯（殺菌繰出刀2．D＼Ⅴ健康繰出刀58000E－Viton）を、床面横1154   

rげ当り1灯の割合で、床上210cれに8灯設置した。  

対櫓病舎はA5年度のまゝで改造は行わず、両鶏舎の実態調査を行った。   

測竜敲間：昭和4d年2月15日から5月29日   

測定項目：気温＿ 気廊、照度＿換気輪道、換気量、気温変化、落下欄歯、塵挨   

測点；気温、薗15の①②⑤舶⑲の上段（床上145¢れ）、中段（床上1□5Cm）、下段   

床上55（れ）。気湿、威15の①②①＠諺⑲の上、申、下段。照鹿，膣‖三のの～適の中   

段。落下細菌、図15の②⑧⑭の上段ハ 換気量（炭酸ガス濃度）固15の8）亘掴の中段。  

気温変化．塵挨、図15の⑲の上段。   

結果と考察   

① 舎内の気温は・前年度には保温が悪く＿ 常に対照鶏舎より舎内気温の低かった試験鶏舎  

が、改造によって、逆に高い気温を示すようになった。すなわち、18の気温変化il圏   

1A，15．1dに示すとおりで、試験鶏舎は、モニター郡を紙張りしない状態でも、舎  

外との温度差が平均4＿5℃ぐらい高く、モニター部を紙張（飼料袋の紙5枚）した場合に   

Ii平均5．5℃ぐらい舎外より高く、対照鶏舎の2℃－2．5℃と比べて、明らかにt呆温性が   

■すぐれていた。   

e）舎内気温分布ほ表4に示すとおりで、試験鶏舎が各曲点とも対照幾舎より高く＿ また．   

下役、中臥上段の順に気温は高くなっており、水平分布の気温差より垂直分布の気温差   

の方が大きかった。   

① 気湿分布は表5に．示すとおりで、両鶏舎ともに、気温分布と同様、水平分布より垂痘分   

布の万が善が大きく、床上55仇の下段の気湿が萄かった。舎外が湿度90％の時に．試   

験鶏舎では最高の場所で85．5％の時に．式吸鶏舎では最高の場所で8う．5％であったの   

に対し、対照鶏舎は85％を上廻った場所が5カ所もあった。低温多感では空偏摩の水分   

に体温をうばわれて鶏は棄く感ずるので、対照鶏舎より試験鵜舎の方が気温環境もすぐれ  

ているものといえる。  
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表A  舎 内 気 温 分 布  

午   
A   

5   

鼠0   

鼠5   8．7   

85   ヱD   

Z8   8．0  エd   

7D   

14．d   
占   具D   8．5   70   8．0   エ0   12．2   

舎外  ヱ0  70  鼠8  

午  12．5  115   98  10．0   管5   12．0   

后  
2   

5   

12．5  11．5   

12JI  11．d   

具8  10．占  R8  8．口  14，d  14．5  
14＿4   

5 時  8．0  14．8  1d．7  15．5  115  1t5  10・dl   

（註）測定項日 気温（℃）  

測定器具 オーガスト（215日分）  

熱線風速計 （日音電気SIDl塑）（2月19日分）  

測  点 上段 床上145c爪  

中段  ′ 1ロ5c現  

下段    55（刀  

天  候 2／15午前中雪 午后塵  2／19午前中車 中后晴  

嵐  向 2／15 N  2／19 N  

風  速 2／15 0．5m／sec  2／19 0・5－1・0？Jl／8eC  
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表5  舎 内 気 湿 分 布  

（註）測定項目 気湿（％）  

測定器具 オーガスト  

測  点 上段 床上14 5Cm  

中段 床上1日5cm  

下段 床上 55c犯  

天  候 2／15 午前彗 午后埜  2／25 午前畳 午后うす黒  

鼠 向 2／15 N  2／25 N  

猟  速 2／15 0＿5叫／sec  2／25 ロ▼5叫／sec  
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嗟）照度は表dに示すとおりで、舎外が17□q D gu⊃【の時に試権鶏舎では2ロゼu x台  

となり＿ 500ロゼu xでは10gu x以下となり、対照鶏舎より照度がおちるので、姐  

度の低下に合わせて点灯する必要があると言えるへ   

6）試験鶏舎の換気輪道は屈17に示すとおりで、南北の両出入ロガラス戸のすき聞から入  

った軌i中央部に向ウて進みつつ上方および左右に流れる。鶏舎断面について見ると、空  

気ほ各所とも上に向ってゆるやかに流れ、巨吸内面をったわゥて中央モニター部に向う。  

モニター部でlま、そのまゝ舎外に出るものが多いが、1部は舎内旺向い下降する。そして、  

舎内に向ったものの1郡ほ屋根内面を上昇してきた空気と混ぎって舎外に出るなど、モニ  

ター下部の空気の流れは複雑である。  

表d  舎 内 の 照 度  

試験鶏舎（モニター下し 紙張り）    対照鶏舎 （モニター下し）  

1一時   1‘t時  1d噂50分  1d時   1d噂  1d時4D分   

屋 外  11000  5、DOO  5．ODD  1100D  諷00 0  5．0〔】D   

2 5   5   2   5 5   15   5   

2   20   5   2   40   15   5   

5   2 D  9  5   4 5   15   7   

d   25   8   2  10（】   25   10   

5   2D   5   2   10 0   25   10   

る   20   5   2   1D D   2 5   1D   

7   25   8   2   12D   50   10   

8   20   5   2   120   5 0   1ロ   

9  20   
8   2   150   5 2   12   

9   5   5口   12   15   

11   2 D   9   5   4 5   2 0   7   

12   2 0   10   5   5 0   2【】   7   

（註）側一定年月日  昭和4d年2月25日  

天  膜  壁  

測定項目  蝿度（βux）  

測定器具  照度計  

測  点  床上1D5cれ  
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④ 換気量は、舎内炭酸ガス破産をドライアイスによって高め、その減少によって測定した。  

炭願ガス漉塵の減少は図18に示すとおりで、試輪鶏舎はモニター邪に飼料袋の紙を張  

り密閉した場合には、1時間当り2777正の換気扇で換気回数はt54凶、スライディン  

グ・モニターを下しただけで紙張りしない場合の換気量は757ガで換気也放はう．5A鳳  

であったのに対し、対照鶏舎でほ換気崖1A40丁オー換気回数d，52画であった。  

必要換気量ほ鶏の体電、伝動の状況、気温、気湿などによってことなるので、∵定の決   

め撞いが、頗薫の供給、有害ガスの排除のための別、換気量は1羽1分当り0．5立カフィ  

ート8）（D．01d虎）とも言われるので＿これを基礎として必頃換気量を求めると、試験   

鶏舎のモニター部を紙張りした場合は換気塞が不足し、・モニター郡を下しただけで紙張り  

しない場合をこは充分な換気塵であった。なお、モニター部を紙張りした場合の舎内炭酸ガ   

ス浪度は0．8から0．1％で、一般に言われている炭酸ガス許容凍度は0．1％であるので、  

換気量が不足しているともいえるが、モニター郡を紙張りしてない場合は1＝コ5免で対照   

鶏舎の0．04％と犬養はなく（普通大気は0．85－0．O d％）．当試磯鶏舎の場合は、モ   

ニター郡を完全に暦閉せずにスライデインタ・モニターを下した程度のわずかなすき間が  

ある方がよいと思われる。さらに、モニター部がスライディング方式でない場合ほ冬季は  

モニター部の下にハネ上げ戸式の換気調節板を取り付けるか、モニター部にわずかかこすき  

聞のある程度の板張りとすることがよいとも考えられる。   

⑦試験鶏舎内の細菌数については、前述のように殺菌灯を設直し、7時間間隔で1時間照   

射（1日5確聞の割合）した場合の舎内空気中の殺菌放を測定した。なお方法は普通寒天   

培地を用いた落下法により、空気虜出時間は1分とし、58℃2A時間培養とした∩  

細菌の癌頼はブドウ状球菌がはとんどで、ごく少数の緑膿菌が含まれていた。細菌のコ  

ロニー教は衰7のとおりで、試験鶏舎のコロニー故が対照鶏舎より多かったが、この耽読   

は殺菌灯を取り付けて直ちpこ行ったことによると思われるので、殺菌灯を長期間用いての   

効果について追試する必贋があろう。  

なお、細菌数は鶏が活動して舎内空気の効きの赦しい昼間に多く、鶉が寝ている夜間に   

は少なかった。夜聞、殺菌灯消灯直後の細菌コロニー奴が点灯直前よりかえって増えてい  

るのは、殺菌灯の点灯が舎内を若干明るくするので偽が1部癌動することによる空気の移  

曲があるためと思われる。  
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蓑7  殺頗灯照射による舎内約歯数（コロニー数）  

弓 式碗鶏舎（殺菌灯8ケ照射）  
時  

平 均  1   2   5   

臣  対照鶏舎（殺菌灯なし）          刻  
8  11  28   

5  2  ロ  平 均            5 d  2〔】  う 5  2 9 7  

2 7  51  19  2 5．7   午前11時  
消灯直後（1L朝日）  

50  5 7   155  Ad．7  午后2時50分  
（中  間）  

19  28  2 d．5  午后占時  1占，5  15  12  24  
点灯直前（2凶目）  

午后7時  2 7  2 5  2 5．7    消灯直後（2担】自）  

5  11   2  5．D  午後1□時50分  
（中 間）  

d   A   5  5．0  午前2時  
点灯直前（5凶日）   

d．7  10   5   7   

11   8   5  8．D  午前5時  
消灯直後（5回目）  

2 d  2 5  25．0  午前d時50分  
（中  間）  

5 0  21  18．7  午前10時  
点灯直前（4回自）  

ら   
0    0   午前10時  

舎  外  

踊 処 埋   
】   

（註）曲亮≡ 日 昭和4ム年5月28日  

・－5月29日  

培  地 普通寒天培地  
培養温度 58■c  

培養時間 2A時間  

曝露時間1分間  

（〉  C〉  O  C〉  

○  （⊃  ○  ⊂〉  

殺菌灯 8ケ所   

（床上21DCm）   
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⑬ 舎内趣味は飼料箱の蓋の上のホコリからみると試験鶏舎の力が対照病舎より若干多いよ  

うである（吸着式塵境計を杓いて測定したが、スライドグラス・カバーグラスの吸着前の   

清浄傲が感かったため、正確な成績を得ることが出来なかった）   

⑦ 以上の結果から、冬季の保温には、換気屋および舎円空気の汚染に留琶しながら、臣根   

内面および側壁に紙およびビニールフィルムなどで空気層を作ることが有効と考えられる。  

C 為2也鶏舎改造と実態調査（昭和47年冬）   

鶏舎改造個所：昭和A5年冬監ほ前述の通り改善したが、更に、保温効果を良くするために  

次のように試験鶏舎を改造した。（劇19）   

① 座板内面・南北蟹（出入ロを除くいこ飼料袋の祇5攻を昨年張ったが、この上にさらに   

断熱材クラスロン1甜厚さ（熱伝増率0．ロ279Kca抽l・C）とどニールフイルム  

0．2屈託とを張付けた。  

② 東西側壁は2．7凧九ベニヤ板に1（刑厚さグラスロンを張付け敷居両面から太鼓張りとLd  

Cmの空気層を設けた。  

なお、妻壁と屋根と接する部位にべニヤ板を打ち付け空気層内の空気の移励防止と、紫  

外線殺菌灯の設置ほ昭和4d年冬季と同様にした。対照鶏舎ほA5年度のままで改造は行  

なわず、両嬉舎の実態調査を行った。   

浬曜期間：昭和A7年1月11日から5月51臥農高最低気温（鶏舎内・外）は昭和47  

年1月11日から5月5t E  

那定項日：気崩・気湿・舎内凰速・輪逼・換気量・舎内落下細菌・鶏ふん水分・気温変化  

測点：気温、気湿、屈‖9の①一便）、天井下（屋根下5Cm）、上段（床上145珊）・、中段  

（床上1D5C阻）、下段（床上50Cm）、風速、図19の（D～四．下段、中段、上段、上  

1，上2，上5，上4，（鶏舎）・⑭－㊥（南北引戸）。換気量（炭戯ガス濃度）撼   

19の⑲の床上1D5cm。落下細菌、圏19の①⑤⑧の床上1d5仇。気温変化、図19  

の⑤の床上1d5Cれ。鶏ふん水分、圏19の（丑6）⑤⑦⑦の約1b羽分の窺ふん。  

結果と考察：  

q）試強鎧舎中矢部の気掛ま、2月の最低気温の時、舎外との気温差で77℃あり、対照鶏  

舎との差は4．1ecであった、1月から5月までの期間lこおける5日ごとの平均最低気温の  

比較は凶25に示したとおりで、試験鶏舎の舎内気温lま生産環境版界の5℃以下になるこ   

とが殆んどなかった。対照鶏舎では寒い時朋pこは0℃以下になることもあり、試験癌舎の  

保温性は高かった。  
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図19 昭和47冬季試験鶏舎改造囲および測点  

庄）－個 別点  

（風速を除く）  

●印 洩け点  

（風速を除く）  

〔平   面   図⊃   〔立   面   図〕〔東西両壁断行図〕〔冨北霊断同国〕  

国〕  【1上  面  囲）  し 北 側 引 戸 〕 〔 南 側 引 戸 〕  

吼  連  環q  点  
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気温分布キi蓑8に示すとおりで、・モニター部を開放した時でも試験鶏舎の方が各測点と   

も対照鶏舎より高く、また、水平分布の気温差は小さく一重直分布の気温差の方が大きか  

った。  

表8  気温・気湿の分布  

上段  

鶏舎 u  測定時の条件        （床上14許m）   中段 （床上105Cれ   下段 （床上5Dαれ）      気温  気 湿  気温  気湿  気温  気湿  気温  転湿  就 検 鶏 ∠』  モニター開放  ロ   ℃ 10．1  5有  ℃ 99  5孜，  ㌻7  5あ  ℃ 95  5品   気温測定時の  2  10．1  5t（】  R8  510  望1  51D  8，d  5D．8   舎外気温  4．7℃  5  1〔l．1  5tO  98  5tO  91  51．0  8．7  51．0   気湿測定時の  d  1t〕．D  50．5  10，0  5D．8  Rl  51．5  8，8  51．5   舎内気温1D．50c  5  95  515  R8  51．1  鼠2  51．2  8．占  51．2   舎外気温  5．5℃  る  1D．D  51．7  R9  51．7  鼠1  5t8  8．d  52．口   舎外気湿 4鼠5％  7  1口．0  52．D  R8  5ニ∠．2  95  52．5  8．5  55．0   測定時間  8  10∵〔  51．4  10．0  51．5  貸D  51．5  8．る  51．5   午前10時～10時50  9  8夕  5l．5  只□  51．A  鼠1  51．2  Rl  51．5   
モニター開放   1   85  4管d  78  50．0  72  50．0  5．9  5〔I．5  

対  2   8．5  4？d  8．0  4？8  エ5  50．0  ム1  50．5  

舎外気温  5．5℃  5   8．5  495  8．1  4只d  ヱ8  AR8  ＆8  50．8  

照  A   8，9  4鼠4  8．2  495  乙5  498  5．9  5D．5  

舎内気温  8．ロ℃  5   8．5  AR5  78  4鼠7  Zl  50．0  5．7  50．ム  

鶉  8．d  4鼠4  8．8  4鼠5  Zl  A賢9  5．5  50．5  

舎外気湿 AR5％  7   8．5  dR5  8，D  4R5  乙2  A具る  ＆0  4鼠8  

8   8．5  4現ム  8．5  4史5  ヱ2  4具8  5．9  58．5  

】舎  8」  A鼠d  77  4賃5  70  150・0  d．1  5D．テ5  

（註）測定 日  昭和A7年1月298  

天  険  時の薄畳  

風  向  E  

風  速  江57ち／′sec  

測定器臭  気温 熱線風速計（日吉電機SlOl塾）  

気湿 エース鈍感湿度計（M端子）  

① 気湿分布は表8に示すとおりで．試験鶏舎が対照鶏舎よりやゝ高い傾向にあった。試験   

鶏舎l王水平分布と垂直分布との塞が殆んタなかったのに対し、対照鶏舎では垂直分布の差   

が多少あり、気温の低い下段が高い傾向にあった。  
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⑤ 舎内乱速は、試験鶏舎の昼間でもモニターを開放した場合は蓑9＿夜間にモニターを下  

げた時は表11、対照鶏舎で夜間にモニターを下げた時は表10に．示したとおりである。  

舎外風速が殆んど同じで＿試験鶏舎のモニターを上げた場合とモニターな下げた場合（  

表9と表11）を比較すると、モニターを開放した時の月が舎内晩速は高く通風率がよく、  

換気呈も多いものと考えられた。モニターな下した時の換気療道ほ屈20Fこ示すとおりで  

表9  試験鶏舎内 風速  
（7札／′＄eC）  

（川／sec）  

測点   床上   床上   床ニヒ   床上   床上   床上  
50Cm  105Cm、  145e机  

D．2t）   □．1d   0．12  

下  段  中  段  ■上  

段  上 †  上 2  上 5  上 4  
2  0，15   0．15  0．15  
5  0．20   D．19   D．19  D．18   

4   0．17   0．18   0，19   D．17  

5   0．18  0．17   0．18  m15  
d   0．25   0．15   0．14   ロ・12  0．12    】   
7   0．12   D．11   0．1d  0．14  0．14  

8  0．19   0．19   0．2（〕   0．15   0．17  

9  0．20   0、22  四・22   0．18   D．17  

10   0．2ロ   0．18   m20   0．18   0．15  

11   0．21   n17   0．25   8．52   0．55   0，40  0，5・－0．占  

12  0．15  D．15   D．1d  0，2d   D．5D   0．4〔】   0．5以上  
15   0．21   0．1占   0．19   0．20   0．52   0．5d   0．50   

14   0．2（〕  0．17  ロ．18   0．22   0．24   D．25   0．5D   

15   0．17   0．17   0．18   D，18   0．18   D．18   0，50   

1る   0．2d   0．22   0．18   0．17   0．20  

17   U．28   0▼15   0．17   0．1d  0．21  

18   U．15   D．1d   D．18   mld  0．2D  

19   0．1d   0．17   0．18  U．1d  0，19  

20   D．18   0．14   ロ．1d   8．15   0．1∈i  

21   0．50   0．1d   8．14   0．12  

22  0．25   0．17   0．1ノ1   0．15  

25  ロ．2d   0．25   0．15   0，15  

2A   0．2t）   0．1d   D．17   0．15  

25     D．18 rO．18  D，18   0．1占  

測点  南 側  北 側   

2占  ロ．25  0．1D   

27  0．20  0．20   

28  0．25  0．20   

29  0．2口  0、2【】   

5D  0．25  0．15   

51   0．20  □．1d   

52  0．20  0．25   

55  札25  0．20   

54   0．22  0．20   

（註）臥 北出入ロ  

の隙間からの  
外気の流入  

測定日時 昭和A7年1月29日 午后2時－4噂  モニター 開放   
天  候 湾蜃  
風  向 E  

風  速 0．5－1・ロ，7／SeC  

測定器具 熱線風速計（8蓄電磯Slol型）  
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南北の両出入ロガラス想の隙間から侵入した空気は舎内申央に向いつつ左右に別れ上方に   

向う。ゆるやか》こ上昇した空気は岸根内面をったわってモニター部に向い、モニター都で   

は1部舎外に出るものもあるが、同部に侵入する新鮮な空気と混って下方にむかい対流型   

の空気の流れがA占年冬季調査の疇よりも明らかに確認された。  

表1D  対照鴇舎内乱速  
（m／SeC）  （叩／sec）  

50m  1ロ5（：Ⅷ  1d5（孤  195亡¶  250Cm  270m  50D珊   

0．11   0．0口  

2   0．11   D．10  D．11  
測点  下 段  中 段  上 役  上 1  上  2  上 5  上 4   床上  床上  床上  床上  床上  床上  床上                 ロ    ⊥堅ユβ          ■‾「  

5   D．1（】   0＿05  ロ．10  

4   0．11   0．1D  」11  

5   D．15   0．12  mll  

‘   0．15   0．15  D．15   0．11  

D．15  m15  0．11   0．12  

0．1A  0．15  0．11   0．11  

9   mlA   8．12  D．11   口．10  

1D   mld   ロ．12  D．10   u．D5  

0．15   D．15   0．12   α11  0．11   0．17   

12   D．12   0．05   0．11   mロ5  

15   0．11   0．05   0．14   0．12  

14   D．11   0．10   D．11   0▲05  

15   0．15   0．11   0．11   0．10  0．05  0．11             mO5  口．11              0．05  8．15              D．12  0．14   
1ム   ロ，15   0．1う  0．12   0．11  

17   0＿1d   0．14  0，12   ロ．11  

18   0，15   0．1d  D．12   0．12  

19   ロ．1占   D．15  0．12   0．12  

2【）   D．15   D．15  0．12   0．15  

21   ロ．1d   0．15  0．12  

22   0．15   0．15  0．12  

25   8．1d   0．12  0．15  

24   0．15   0．12  0．15  

25   D．15   0．1A  0．15  

測点  南 側  北 側   

2占  0．D5  ロ．10   

27  

28  0．22  0．21   

29  0．D5  0．12   

50  

5j   D．29  皿17   

52  0，05  0．11   

5う  

うd   0．1d  霊ど5   

（註）南・北出入ロの  

隙間からの外気  
の流入  

（註）測定日時 昭瑚d7年1月51日 午后1D時5D分～12時50分  
天  候 重機小雨  
風  向 N・Ⅳ  

風  速 □．4～0．6川／se亡  

測定器具 熱線風速計（日吉電機SlOl型）  

モニター 下し  
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表11 試輪鶏舎内 風速  
（m／sec）  （m／sec）  

1  上 2  上  5  上 A  
測点  下 段  中 段  L上 役  しヒ              床上  床上  床上 1A5C孜  床上 1（〉5（7仇  床上  床上  床上   50cm  105cm    250Cm  270Cm  500 

Cれ   

1  0．11  0．10  」  D．05  
2  0．12  0．15  要□．1D  
5  0．15  0＿12  0．11】  4  ‖1さ  0．12  一1   

5  0．15  D．11  0．12  

占  0．12  D．11  0．05  0．10  

7  0．15  0．12  0．11  8．10  

8  0．1A  D．12  0．11  口．1D  

9  D，1（i  0．12   0．11  ロ．12  

10  u．1d  0．15  ロ．11  0．1D  

皿  0．18  0．12  0、10  0．ロ5  

12  0．12  0．11  0．12  8．10  

15  0．15  0．12  0．15  ロ．12  D，05  0．12              D．11  口．19              0．15  0．15   
1A  0．15  0．12  0．15  0．12  0．11  0．1占   

15  mld  0．14  0．15  0．11  ロ．15  □．14   

1d  0．15  0．12  0．11  0．11  

17  0．15  m15  0，12  D．11  

18  0．15  0．15  0．12  0．12  

19  0．1占  0．†4  0．12  0．1A  

20  0．1d  0．15  0．12  D．12  

21  0．14  0．12  0．11  

22  ロ．1d  0．12  0．12  

25  0．1A  0．12  ロ．15  

2A  0．1d  0．12  口．12  

25  0．14  0．1d   l  0，12   u  

測点  南 側  北 側   
2d  」11  0．05   

27  

28  0．占0  口．d5   

29  0、15  D，25   

2（】  

51  n21  0▲21   

52  D．10  D．05   

55  

5A  重0・05  0．Ao   

（註）雨、北出入口の  

隙間からの外気  
の流入  

（註）測定8時 昭和47年2月18 午前1時5D分～5嘩45分  

天  候 痔愛  
執  向 N・Ⅳ  

風  速 0．5－1．07刀／sec  

測定器具 熱線風速計（日吉電機SlOl型）  

モニター 下し  
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㊨ 換気琶は昭和4d年と同じ方法で測定したが、その結果は図2＝こ示すとおりであった。   

舎内外の気温差dOr：、10■c．舎外弘達凸．5～10′γ′secの時の換気呈は占077オ／hr   

・換気国教2，8匝1で．前年度と同様に1羽1分間当り0．014ガの必要換気見な充分満し  

ている。  

⑤ 殺菌灯照射が7時間間隔の1時間照射で．1日計5時間の照射を昭和4d年冬から連続し  

て行って来た試験鶏舎と無点灯の対照鶏舎とについて舎内細歯数の調香を行なったが、そ  

の結果は表12監示すとおりであった。なお、測定方法を1昭和A d年冬と同じ方法を愕い  

たっ 細菌は、昭利d d年冬とほ速乾．試験鶏舎が対照鶏舎より少く、特に、対蝿鶏舎には  

カビが認められたが、試験地舎では認められなかった。  

昭和A占年冬の調査は殺菌灯取付直後の実検であったためか、試験鶏舎の細菌が多かっ   

たのに対し、今回は殺菌灯を長期間使用した状態での実験であり、上述のような結果が得  

られたことから、殺菌灯の長期間の照射は効果があるといえようn   

⑥ 為ふんの水分は図22に示すとおりで、両鶏舎閲に差異が認められ尤かった。  

園21 試験鶏舎のCOg痍魔の減少（モニター下し）  
昭和A7年2月24日（桑）  

午儲＝［時50分より  
気温 舎外  5．5－占．0℃  
舎内 11．5℃・－1d．0℃  

C（ち濃度舎外 0・05％  
舎内 0，07％  

風  向  Ⅳ  
風  速  0，5ん1沌刑／Se（：  

舎内の気偵 219ガ  

換 気 量 d Dス5戒／／hr  
換気回数 2．77凶／hr  

・
・
1
∵
 
 

「 ／ －→－・  

O d 1218 封 50 5占 d2 48 54 dD‘d分）  
時  

（証）対照鶏舎（モニタ⊥下し）は綿年の結果より、換気励ま14dO，札パIr．換気可動王占．52垣レもーである。  
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表12  舎内の細菌数（＝・ロニー数）  

lコ■／トロ＿ル1   
凋置場所    コ ロ ニーの内訳   コ ロ ＿一一一  カ  ビ  夢色ブドウ球菌  白色プトサ球菌  2    2  2 D  0   

2 2 1   ロ   0   1   

舎  外1   0   0   1   

〝   2   0   
0   O I 0   

5   4   0   2  

貞  2   
対照鶏舎東   28 2   5   179   9 8   

〝   中   81   5   50   2d   

〝  西   88   1   5 7   2 t）   

試験烏合東   7 0   口   5 2   5 8   

〝  中   5 8   d 8   0  5 0   

〝  西   17D   0   8 7   8 5   

（註）  

調査8時   

昭和47年5月22日   

午荊10時50分  

天  候  農  
殺菌灯照射 試験鶏舎の   
み7時間間隔の1時間   

照斡（1t］5也）を速   

読実施  
爆雷時間 1分間  

使用培地   
普通寒天培地（柴研）  

薦養温度 58℃  

培養時間 2A時間  

図22  鶏糞の 水分（％〕  

N
 
」
隼
－
－
＋
－
 
S
 
 

〔試験鶏舎j  〔対照鶏舎】  

（註）測定月日  昭布川フ年2月25日 午前9時  

夫  供  蜃  
測定器具  KETT赤外線水分計  

サンプル農  5ダ（周辺18羽分の混合鶏糞）  
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⑦ 以上の成績から、岸根内面、側壁を断熱構造とした試験烏合Iま対照鶏舎と比較して保温  

効果がよく、殺歯灯の照射や、除糞を毎日行うなど、舎内の浄化を行えば鶏の生虔環境と  

して摩れているものと考えられる。  

5．生産性に関する試験  

昭和A d年1D月1日から昭和A7年1月10日までは周4に、昭和47年1月11日から   

d月中旬までは図19に、d月中旬から9月12日までは図9に示すように改造した試験鶏舎   

と、通風忽のみ試験鶏舎と同じように改造しその他は従来どおりの対照鷹合とを用いて、収容  

鶏の生産性について試験した。   

（1J試験方法  

1）供試鶏：昭和d d年4月ふ化した2元交酉己鶏・4元交配鶏・外国コマーシャル鶏計52占  

羽を各組合せ別柁ニランダムに2分して、試験鶏舎．対照鶏舎に収容した。  

2）試験期間：昭和A‘年10月1日から昭和A7年9月12日までの5A7日間  

5）給与飼料：市販完全配合飼料  

4）鶏舎の管理方法：  

4d年10月1日～A7年1月108（弟1期）  

①回Aに示す改造鶏舎において、南北壁の通風忽は締め、出入口の金網戸はガラス戸と  

■rる。  

②舎内気温が大体5℃以上の時は、モニターを上げる、約10℃以上の場合Iま．舎外の  

凰の鎖さ、見向によって加減するか、南北出入ロの引戸を開き、更に試験鶏舎では東  

西壁のルーマイトサランを上げ、対照鶏舎では東西壁のガラス窓を開ける，  

A7年1月11日－47年d月中旬（弟2期）  

①周19に示す改造鶏舎旺おいて、通風窓の室内側を屋根内面の断熱材張付と同様にす  

る。なお、妻壁と最根と療する部位はペニヤ板を打ち付け7（孤空気層の空気の移動を  

防止する。  

②モニターの上げ下げ、出入ロの開閉などは魂1期－こ准ずる。  

47年d月中旬－47年9月128（弟5期）  

む戚9に示す改造鶏舎において、妻壁と操根の倭する部位のベニヤ板を収はずし7、皿空  

気層の空気の移劫を虜る。  

②南北壁の通風忽ほ開放し、出入ロガラス戸は金網戸とする。婁部分の通風魔のハネ上  

げ戸－ま水平にして通風を図るととも監、直射日光の舎内への侵入を防止する。  
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（計吋腰痛舎の東西壁のガラス戸および報双を開放する。  

5）鶏の管理：鶏ふんは自動除糞機で毎日徐表する。点灯古土日照時間と合わせ15時間と  

なるように行なう。殺菌灯は試験儲舎のみに用いて7時間間偏照射とする。  

（2J結果と考桑   

1）生産性の比較  

生産性の成績○ま蓑15，表14および図25Iこ示すとおりである。   

（表1Sは次頁Iこ）  

衷14  

弟1期    l 弟2其方  係  d  A 要  係  0   A 11  

消 化 器 朗 係   

腫 瘍 蛸 係    A  5  9         1  ロ  2  4 ロ   呼吸器由係 生殖器鴎係 その他  

岩十   17   15   

白 血 病 鴎 係   d   A   

12  42   
0  1ロ  

対  
腫 瘍 幽 係   2   5   d  

照  消 化 器 関 係   1   5   5  

呼 吸 器 関 係   l l   ロ   
鶏  
生殖器関係  0   8   d   

田  そ 計 他  2   5   2   

l  11   4 d   2              14          9  
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（少 生存率  

試験鶏舎I士朗始時2d4羽、終了時222羽、先死羽数A2羽で、生存率84．1％、   

搾死率15・9％であった。対照鶏舎は開始時2d2羽、終了時21d羽・兜死羽教A占   

羽で、生存率82．4％．姥死率17る％であり、試検鶏舎・対照鶏舎殆んで同程度であ  

るが、わずかに試験癒合がよかった。  

兜死鶏の病癖別内訳ほ表1Aに示すとおりで、弟2別の対婚鍋舎に卵堕症と衰弱死が  

日立ったが鵜舎の環境の差異に囁凶があるか杏かについてほ明かでない。   

（9 産卵成績  

1t〕月都めの倒産当時の産卵lま両鶏舎で同程度であったが、試験法舎の産卵の対照鶏  

舎よりやゝ歴れていた。しかし、11月になるや曇天・雨天・気温の低下・8腑時間の  

減少などにより両鶏舎とも産卵の低下が見られたが（疾病なと特にみられなかった）、  

その影響は試験病舎の月が対照鶏舎よりおくれて表われ、しかもその影軌1大きかった。  

その原因としてほ、対雌弟舎の東西壁面がガラス窓であるのに対し＿試験鶏舎ではルー  

マイトサランであるため、登天・雨天の時にほ、試磯鶏舎は暗く（衰d参照）午后4時  

の点灯でl土明るさが不足したことによるものと推察された。そこで・照度が約50gux  

以下になったj易合には両鶏舎とも点灯することIこしたところ、就験鶏舎の産卵ほ急速に  

回復し、試験鶏舎が対姐鶏舎より若干疲れた成績を示すに至った。  

12月に入り両絶命ともわずか－モはあるが産卵の低下がみられたが、d7年1月11  

8－こ試験条舎の改善を行ってからは、伺鶏舎でほ順調な産卵を続けたのに対し、対照鶏  

舎の産卵ほ低下しつづけ、産卵率の羞は2月占．7％、5月貸口％、4月父‘％とひらい  

た。なおこの差ほ1％水準で有意であった。   

対照鶏舎で疾病が特にみられたわけでなく、また今』の対婚鶏舎の産卵率の推移は従   

来の当場の成績から臥普通の状態であったことなどと、試験鶏舎の舎内気温が対照鶏  

舎より常に高かった （屈25）こととを併わせ考えて．試験鶏舎の好成績は1呆温によ  

る効果と考えられる。なお、このことと12月の成績とから．1月紀行った改熟ま、本   

来ならば、当地カでは11月下旬から12月上旬に行うべきであったと思われる。しか  

しながら、5月になると、両鴇舎の毒は4．る％とちゞまり、d月初めには殆んど同程度  

になった。d月中旬、両鶏舎とも事部分に通風窓を設け、南北の出入口を金網戸とし  

その内側の通乳恵も開放したところ、7月中頃から両鶏舎の産卵はわずかながら再び羞  

を生じはじめ、8月2．D％、9月Z．1％と試験鶏舎がすぐれた産卵率を示した。  
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全期聞を平均すると、試娘親告ほ葎卵率72．8％、1羽1日当り丼州境dl．9ダで．  

対照鶏舎は産卵ネく占？5鬼、産卵日量4じ．1ダであり、その基；i度卵革5．5％、産卵日量  

巌t Bダで、試験鶏舎がすぐれた成績を示した。  

⑤ 鶏の状況  

両癌舎の外浅上の癌刀は特にほ変らなかったが、試親鶏舎の鶏の籠冠が対照鶏舎の超  

の親冠よりやや鮮赤色Iことばしいように見受けられた。しかしながら、7月兼から8月  

にかけての高温u寺の染の関口呼吸、奥の開帳などは対照鶏舎の鶏が試験鶏舎より甚しく  

また＿対照鶏舎の方が軟便の状態がひどかった。このことは屈25に示す対照・試乗条  

舎の舎内気温などによるものと考えられる。  

唾）飼料要求率  
／  

飼料棋収量は試験鶏舎では10月から12月までが1日1羽当りで1D D．O Aダ、1  

月から5月1D P7dダ、d月から9月98．91タであったのに対し、対照鶏舎は1  

1D2．98タ・111dlダ・997Aタと各期間とも試験鶏舎の月が少なかった。  

飼料費戎革も各期間において試験層舎が換れ、全期間平均で試験鶏舎は2．475、対  

照鶏舎は2．d55であった。  

1D月から12月の飼料要求率で試験洩舎の力がよかったのは産卵率が多少よかった  

ことからある程度当然のことでもあるが、対顔鳶舎の飼料摂取置が就墳鶏舎より多いこ  

とからみて・11月・12月の対照鶏舎、試験鶏舎の舎内気温にも幽係があるものと考  

えられ、1月から5月の飼料摂収量、飼料費求率についても両鶏舎のt巣温効果の差Iこよ  

るものと考えられる。   

2）経済性の検討  

経済性の検討は表15訊こ示‾ーとおりである。  

卵収益の差は、まず、両鶏舎の産卵日旦の差と武験鶏舎の延羽数とから月別の産卵量の  

差を算出し、これと試験期間の1年前の月別日錐、東南刑売価格とから求めたが、その金  

額は計28，002円11践となる。また試痍填舎の収容能刀（41占羽）の95％を開始   

時に収容したとし一 姫死率を應試鹸の試験鶏舎収容穎と同率として計算すると、その差益   

金髄ほ42．0□5円17銭となる。  
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一方、試験鶏舎改善のために喫した竣用は、改造のために51．422円50銭、殺菌灯  

の設綻など52．5占0円で計84．082円50銭となり、この金額を5年朕却とすれば、  

1ケ年当りの償却費は1d．8dl円50銭となる。また、飼料の摂政量シ丈試験鶏舎の月が  

1羽1日当り5．55ダ少なかったので、試験期間での差は275柑で、飼料噂当り57円  

5D銭とすれば、1□．257円50銭となる。鶏舎収容能刀の95■％を収容した場合の差  

は41Dkgで、金額来すれば15、575円となる（  

上述のような産卵量増による収益増、飼料節減による費用滅、鶏舎改造による1ケ年当  

りの鏡却費増を差引すれば、試壌鶏舎が対照鶏舎より21．425円11銭（1羽当り81  

円15鏡）の利益増となる。また、試験鶏舎の収容能刀の95％を開始時に収容したとし  

て算出するとA O．占占1円占7銭（1羽当り1［2円d8鏡）の利益増となる。  

占．総括・考察  

採卵養療とく′ま、経営者にとってほ鶏卵生産をとおして利益を追求するものである。ところで  

利益発生の基は鶏で、その鶏が正常むこ長期間産卵を維持するためには、痛が本来もっている産  

卵能力を充分発揮出来るような環境に留意した癒合が必要であると考えられる。  

そこで、近年、舎内環境の制御がし易いウィンドレス鶏舎が各地で唾てられているが、現状  

においては、採卵鶏の大部分は1．で述べたように崩放鶏舎で飼重されているので、自然の頗境  

を直掛こ受けやすいといえる。また、集約化によって舎内環境の癌化をまねき、そのため、生  

産性が阻害されているとも考えられる。ところで＿ 自然環境のうちもっとも影響をうけるのは   

冬季および夏季においてである。そこで、この時期の舎内原境な少しでも制御し、生産性の向  

上に資することが当面重要なことと考えられる。   

夏季の生産性に影響する環境要因としてほ、主として気温、気湿、通臥幅射熱であ∂ゼゑd・7）   

相互に幽係しながち影響していることから、これらの要因の舎内Fこおける実態調査を昭和d4  

年に行ったが、当然のことながら夜間を挽き気温、気湿とも生産用境限界を上廻ることが多く、   

改善の必要性が痛感された。気温、気湿を開放鶏舎において底接的佗舎外より低くすることは  

困激であるが、舎内の気温、気湿の上昇、中央部のむれを除くため、通風の改善を意図Lて政  

道を行った結果は舎内の気温、気湿分布の均一化とLて表れ、断熱（伝導、対流、塵射の遮断）   

通乱を主とLて考慮に入れた貌2臥弟5凶の改造の結果は、改造しない開放粂舎より舎内気温   

は低く、水平分布の温度差も小で、断熱廣道が幅射熱の侵入防止や舎内気温の改善iこ有効であ  

ることが確められた。  
79）  

冬季の生産性に影響する環境要因としては、主として気温、気湿、通晩、照度である。   



これらの要因に対して、一般の開放鶏舎では、防臥 点灯などの対策が常裁となっているの  

で、ここで塵も問鱒としなくてはならないことは、舎内気温の低下であると考えられる。この  

ことについて、昭和45年の実態調査でIま．舎内でD℃以下を記録することがまゝあり、気温   

の生産環境限界の下限5℃以下となること11めずらしくなく、従って、当然のことながら保温  

の必要性を確認Lた。舎内気温の低下を防ぐため、収容鶴から発散する溺熱を舎外に無意味に  

逃さないよう主として断熱を考慮した改造を行い、閉鎖構造にすることによって予想される空  

気の汚染に対してほ穀蘭灯を設置することゝした。弟1但h魂2凶改造の結果は・自然開放鶏  

舎で0℃以下になるときでも5℃以下となることは殆んどなく、必要換気量を1羽1分当り   

0．014フォとした場合、充分その堤を満し、舎内空気の細菌も殺菌灯を長期間使用することに   

より焦使用の対照鶏舎より少く、また、カビも認められたかった。  

以上、夏季および冬季について本研究で行ったような簡易で経費なかけない改造でも生産性   

に朗与する頗墳嘆因なある程度制御改善することができることを確認した。  

改造な行った試験籍舎と殆んど政道を行わない対照鶏舎の収容鶏について、1ケ年近い547   

日間の生産性をみると、舎外の影響を盛くうける対照湯舎では最低気温00c以下を記録する1  

月中頃から産卵が低下し始めたのに対し、試験鶏舎では最低気温でも5℃以下となることは殆  

んどなく、順調な産卵を続け、産卵成績・飼料要求率とも明かにすぐれ、生産性に対し保温が  

有効であることが認められた。舎外気温が高い夏季においても、試験鶏舎は対照鶏舎より気温  

は低く．鶏の開口呼吸、実の鞄赦ど暑さに対する鶏の励作も激しくなく、軟便の状態も改善  

され産卵成績・飼料要求率も若干すぐれていたが、これらのことiま．断熱、通風の改善が生産   

性や鶏の状態に効果があることな示していると言え．る。収支についてみると、改善虹より生じ   

た産卵増による収益増、飼料節減による費用の減、鶏舎改善Iこよる1ケ年当りの償却費増兄ど   

を勘案してみると、試験鶏舎l土対照給金より1羽当り81円から1口2円の利益増となゥた。   

以上のことから、従来のケージ鶏舎における夏季の舎内の気温上昇、冬季の舎内の低温など   

の生産頭唱の欠点を安咄な断熱材を用いて、換気などにも留意しつつ改善し、併せて穀雨灯の  

設直による生産環境の浄化を周ることにより、容易に生産性を増し経営収支な向上しうると言   

える。  

なお、本研究の今俊の謀感としてけ∴上述のような粂舎改善が2年鶉の生産性に及ぼす影響  

や、また、舎内の廉挨などの徐去があり、これらについてlま今後実施する予定である。  

終りにおたり．本研究の実施に1適し多大な御指導・御援助ないただいた東京農工大学農学部  
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森周教授並びに太田助手、御援助をいただいた東南都家畜虎雄衡生所の方々に深く感謝の意を  

表する次冶である。  
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